
 

日
本
原
燃
（
株
）
は
四
月
二
十
八
日
、
同
日
午
前
十
一
時

頃
か
ら
六
時
間
に
わ
た
っ
て
、
放
射
能
廃
液
約
六
百
㌧
を

海
洋
放
出
し
た
と
発
表
し
ま
し
た
。
放
出
は 

二
十
四
日
の

社
長
の
定
例
記
者
会
見
や
、
二
十
五
日
の
岩
手
沿
岸
市
町

村
関
係
者
の
視
察
に
お
い
て
も
予
告
さ
れ
ず
、
放
出
後
に

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
金
曜
日
の
た
め
に
、
放
出
時
の
モ
ニ
タ

ー
公
表
は
連
休
明
け
に
な
る
な
ど
、
あ
ま
り
に
不
誠
実
な

や
り
方
に
怒
り
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
岩
手
の
会
」
は 

即
時
、
抗
議
文
を
送
り
、
放
出
中
止
を

申
し
入
れ
ま
し
た
。
各
地
か
ら
抗
議
の
声
を
挙
げ
ま
し
ょ

う
。 

 
 

 

                                   

 

  
 

ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
を 

含
む
廃
液 

 

 

原
燃
の
発
表
に
よ
る
と
、
排

水
は 

燃
料
貯
蔵
プ
ー
ル
で
使

わ
れ
た
水
や
、
再
処
理
の
た
め

の
硝
酸
溶
液
を
再
利
用
す
る

際
に
出
る
廃
液
を
蒸
留
し
、
放

射
性
物
質
を
除
去
し
た
も
の

と
い
い
、
除
去
し
き
れ
な
い
放

射
性
物
質
の
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
が

約
一
億
八
千
ベ
ク
レ
ル
含
ま
れ

て
い
た
と
い
い
ま
す
。 

今
回
放
出
さ
れ
た
ト
リ
チ
ュ

ウ
ム
は
水
素
と
同
じ
性
質
を
持

ち
、
百
二
十
年
以
上
も
弱
い
ベ

ー
タ
線
を
出
し
続
け
る
人
工

放
射
性
物
質
で
、
海
草
や
魚

な
ど
を
介
し
て
人
体
に
取
り

込
ま
れ
た
場
合
染
色
体
を
傷

つ
け
る
な
ど
の
悪
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
物
質
で
す
。
ト
リ
チ
ュ

ウ
ム
を
多
く
出
す
型
の
原
発

周
辺
で
新
生
児
死
亡
率
が
増

え
た
と
い
う
事
例
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

本
格
操
業
が
始
ま
る
と 

 
二
日
ご
と
に
放
出 

原
燃
発
表
で
は
、
今
回
の
排

出
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
の
量
は
「
管
理

目
標
値
の
一
億
分
の
一
程
度
」

と
し
て
い
ま
す
が
、
逆
に
言
え

ば
、
こ
の
ま
ま 

放
出
を
許
す

な
ら
ば
、
今
回
の
一
億
倍
の
ト

リ
チ
ュ
ウ
ム
排
出
が
常
態
化
し

取
り
返
し
の
つ
か
な
い
海
洋
汚

染
に
繋
が
り
ま
す
。 

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
は 

五
段
階
で
実
施
、 

 
 

よ
り
強
い
放
射
能
へ 

 

原
燃
の
説
明
会
で
配
布
さ
れ

た
「
六
ヶ
所
工
場
ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
の
あ
ら
ま
し
」
と
い
う
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
は
第
一
ス
テ
ッ
プ
か
ら

第
五
ス
テ
ッ
プ
ま
で
あ
り
、
予

定
通
り
強
行
さ
れ
れ
ば
、
平

成
十
九
年
に
は
フ
ル
稼
働
と
い

う
計
画
で
す
。 

 

現
在
第
一
ス
テ
ッ
プ
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
使
用
済
み
核

燃
料
の
う
ち
の
、
「
低
レ
ベ
ル
」
で
、

「
長
期
間
、
放
射
能
を
冷
却
保

存
」
し
た
も
の
約
三
〇
㌧
か
ら
、

前
処
理
剪
（
せ
ん
）
断
、
溶
解

な
ど
の
作
業
を
始
め
た
模
様
で

す
。
本
格
操
業
に
入
る
前
の
今

の
う
ち
に
、
一
刻
も
早
く
再
処

理
作
業
を
中
止
さ
せ
ま
し
ょ

う
。 

 

「
海
に
放
射
能
を
捨
て
る

な
」 

原
燃
に
ハ
ガ
キ
や
メ

ー
ル
を
集
中
さ
せ
よ
う 

三
陸
の
海
へ
放
射
能
を
捨
て

る
こ
と
は
絶
対
に
反
対
で
す
。  

 

有
数
の
海
産
物
生
産
県
岩

手
と
し
て
、
「
食
の
安
心
・
安

全
」
を
求
め
て
全
国
の
消
費
者

の
皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
驚
く
べ

き
事
実
を
告
発
し
、
原
燃
に
対

す
る
批
判
を
広
く
巻
き
起
こ

し
ま
し
ょ
う
。
事
業
者
の
日
本

原
燃
（
株
）
に
抗
議
の
ハ
ガ
キ
、

メ
ー
ル
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
集
中

さ
せ
全
消
費
者
の
声
で
海
を

守
り
ま
し
ょ
う
。 

京
大
原
子
炉
実
験
所
か
ら 

三
陸
ワ
カ
メ
の
放
射
能 

測
定
結
果
到
着 

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る

会
」
が
田
老
海
岸
か
ら
採
取
し

て
送
っ
た
ワ
カ
メ
の
ガ
ン
マ
線
放

射
能
測
定
結
果
が
返
送
さ
れ

て
き
ま
し
た
。 

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
、
セ
シ

ウ
ム
が
０
．
２
ベ
ク
レ
ル
、
カ
リ
ウ

ム
が
２
８
０
０
ベ
ク
レ
ル
な
ど
で
、

正
常
な
数
値
で
し
た
。 
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仕
組
み
は
理
解
出
来
た
が 

 

不
安
は
消
え
な
い 

視
察
後
の
質
疑
の
中
で
熊

坂
市
長
は
「
再
処
理
の
仕
組

み
に
つ
い
て
は
理
解
で
き
た
。

し
か
し
、
岩
手
の
十
五
市
町

村
連
名
の
説
明
会
要
請
に

つ
い
て
正
式
回
答
が
な
く
、

大
変
な
憤
り
を
感
じ
て
い
る
。

海
洋
生
物
に
対
す
る
影
響

は
未
知
の
世
界
で
あ
り
、
岩

手
県
沖
で
も
調
査
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
追
及
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て 

兒
島

社
長
は
「
正
式
な
回
答
を
し

な
か
っ
た
事
は
陳
謝
す
る
。
」

と
述
べ
、
さ
ら
に
「
岩
手
県

沖
の
調
査
は
国
が
全
国
海

域
調
査
の
中
で
行
っ
て
い
る

の
で
、
原
燃
と
し
て
は
行
う

考
え
は
な
い
」
と
答
え
ま
し

た
。 

岩
手
で
の
説
明
会
を 

再
三
に
要
請 

原
燃
に
よ
る
一
方
的
な

説
明
会
だ
け
で
な
く
住
民

主
催
の
『
討
論
会
』
に
参
加

す
る
こ
と
を 

熊
坂
市
長
を

始
め
三
人
の
首
長
が
要
請

し
、
「
気
仙
沼
・
本
吉
の
会
」

小
野
寺
世
話
人
か
ら
も
要

請
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
原

燃
側
は
言
を
左
右
に
し
て
か

た
く
な
に
応
じ
よ
う
と
は
し

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

風
評
被
害
の
対
策
に
つ
い

て
多
く
の
出
席
者
か
ら
問

わ
れ
ま
し
た
が
、
原
燃
側
は

「
最
悪
の
事
故
を
想
定
し
て

も
一
般
人
に
は
被
害
が
及

ば
な
い
」
な
ど
と
答
え
、
首

長
ら
は
納
得
せ
ず
く
り
返

し
説
明
を
求
め
る
場
面
が

続
き
ま
し
た
。 

「
経
口
致
死
量
四
万
七
千
人

分
の
放
射
能
」
を
放
出 

計
算
上
は
そ
う
な
る 

質
疑
は
、
「
洗
浄
水
も
れ

事
故
」
や
「
海
洋
放
出
の
時

期
」
に
つ
い
て
も
な
さ
れ
ま

し
た
が
明
確
な
回
答
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。
「
三
億
三

千
万
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
・
経
口

致
死
量
四
万
七
千
人
分
の

放
射
能
が
海
へ
放
出
さ
れ
る

の
で
は
」
と
の
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
担
当
者
は
「
計

算
上
は
そ
う
な
る
。
」
と
認

め
る
発
言
を
し
、
「
し
か
し

多
く
は
ト
リ
チ
ュ
ウ
ム
で
放

射
線
量
は
極
め
て
小
さ
く
、

水
と
同
化
し
て
薄
っ
て
し
ま

う
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

（
ま
と
め
・
尚
） 

洗
浄
水
も
れ
事
故 

 
 

 

深
ま
る
疑
問 

地
下
洞
か
ら
も
放
射
能 

四
月
十
一
日
の
、
猛
毒
の
プ

ル
ト
ニ
ュ
ウ
ム
１
グ
ラ
ム
を
含
む 

洗
浄
水
漏
れ
事
故
に
つ
い
て
、

原
燃
は
、
未
だ
に
詳
し
い
顛
末

を
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
。 

原
燃
は
、
事
故
防
止
対
策

と
し
て
『
閉
止
プ
ラ
グ
』
に
着
色

す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
し
か

し
四
月
一
八
日
に
抗
議
に
訪

れ
た
市
民
に
は
「
着
色
は
ま
だ
、

こ
れ
か
ら
で
す
」
と
回
答
し
、

青
森
県
当
局
に
は
「
着
色
は
既

に
行
っ
た
」
と
報
告
し
て
お
り

ま
す
。
密
閉
さ
れ
た
セ
ル
内
で

の
遠
隔
操
作
で
す
が
、
の
ぞ
き

窓
の
ガ
ラ
ス
は
放
射
能
を
防
ぐ

た
め
に
か
な
り
厚
く
、
手
の
代

わ
り
を
す
る
「
マ
ニ
ュ
ピ
ュ
レ
ー
タ

ー
」
の
操
作
も
簡
単
で
は
な
く
、

果
た
し
て
着
色
な
ど
出
来
る
も

の
か
と
い
う
疑
問
の
声
が
上
が

っ
て
い
ま
す
。 

更
に
、
四
月
二
十
三
日
夕

方
に
は
、
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
地

下
道
」
の
配
管
受
け
皿
か
ら 

「
１
㍉
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
０
．
５

２
ベ
ク
レ
ル
の
濃
度
」
の
放
射
能

が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
公
表
は

二
十
一
時
間
後
で
、
濃
度
の
み

の
発
表
で
あ
り
、
全
体
量
や
核

種
も
不
明
で
す
。 

「
六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」 

 

六
月
十
日
（土
） 

盛
岡 

「プ
ラ
ザ
お
で
っ
て
」 

十
三
時
半 

 

十
七
時
半 

前
号
で
一
部
地
域
に
、
「
五

月
二
十
日
・
盛
岡
劇
場
に
て
」

と
報
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

実
行
委
員
会
に
お
い
て
、
「
こ
の

日
程
で
は
連
休
も
あ
り
準
備

が
間
に
合
わ
な
い
の
で
、
六
月

十
日
に
変
更
す
る
」
と
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
訂
正
致
し
ま
す
。 

 
 

日
本
原
燃 

つ
い
に
認
め
る 

再
処
理
工
場
は
、
経
口
急
性
致
死
量 

四
万
七
千
人
分
の
放
射
能
を
年
間
海
洋
放
出 

沿
岸
十
市
町
村
長
ら
の
工
場
視
察
説
明
会
で 

 

岩
手
県
沿
岸
十
市
町
村
長
、
助
役
・
課
長
ら
二
十
八
人
に
よ
る
再
処
理
工
場
視
察

が
、
四
月
二
十
五
日
な
さ
れ
、
兒
島
伊
佐
美
社
長
ら
原
燃
幹
部
か
ら
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
十
八
社
に
上
る
報
道
関
係
者
が
詰
め
か
け
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
、
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
視
察
や
、
質
疑
応
答
の
模
様
を
取
材
し
報
道
し

ま
し
た
。 

こ
の
視
察
の
あ
と
の
四
月
二
十
八
日
、
「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」
の
田

村
剛
一
会
長
、
「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」
の
永
田
文
夫
世
話
人
ら

八
人
が
熊
坂
義
裕
宮
古
市
長
を
訪
ね
て
、
視
察
の
様
子
を
聞
く
懇
談
会
を
持
ち
ま
し

た
。
ま
た
、
宮
城
県
本
吉
町
か
ら
請
願
代
表
者
と
し
て
視
察
に
同
行
し
た
「
三
陸
の
海
を

守
る
気
仙
沼
・
本
吉
の
会
」
小
野
寺
雅
之
世
話
人
か
ら
も
状
況
を
聞
き
ま
し
た
。
視
察

で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

岩手県知事にも 

 要請ハガキを出そう 
〒０２０－８５７０ 盛岡市内丸１０－１ 

拝啓増田寛也岩手県知事様 
岩手県民にきちんと説明責任をは

たすまでは放射能を海に放出しないよ

う日本原燃（株）と国に働きかけてくだ

さい （例文） 

 

 差出人 住所・氏名 

 

「三陸の海を放射能から守る岩手の

会」は県民の命とくらしを守るために、

岩手県が原燃と国に対して、放射能を

流さないよう要請する、ハガキ投函運

動を行っています。各地から大いに声

をあげましょう。 


